
免震構造

免震層

制振構造

北側の住宅地と建物高さを近づける

ニコンの他施設と高さを合わせる

日影が住宅地側に落ちないよう配慮

立体的な緑地を構成

ハイサイドライトから
自然光を取り入れる

来客からも上階の
事務室を感じられる

上下階を感じられる

周辺建物に合わせてて建物ボリューム
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ウエストサイト

1層分の高低差住宅地側には
植栽を配置

近隣と見合に配慮し、
建物を配置、植栽を行う

地域の広場として
開放

社員用
エントランス

屋外
事務室

コミュニケーション
フレーム

真南 冬至日 12:00 の日射

真南 夏至日 12:00 の日射

天
井

高
さ
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m
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ライン照明

電気ケーブルラック

コミュニケーションフレームの
吹抜けを利用した
重力換気 ( 自然換気 )

床吹出空調

VAV( 可変風量 ) 装置

明るさセンサー

水平庇内を空調ダクト利用

軒の深い水平庇で
周辺との見合いを制御

夏の直射日光を遮る
水平庇とライトシェルフ

PC 床版
自然換気、自然排煙

（執務空間 南北）一部防煙垂壁

机上面 500lx

PC 床版間のクリアランスを
還気・機械排煙※スリットで利用

（※執務空間 中央）

ライトシェルフ

ライトシェルフの形状は
自然採光の効率を考慮し決定

直射日光を遮り、反射光のみを取り込む

階
高

4.
35

M

給気・還気により PC 床版が
冷却され輻射空調の効果

屋外

冬季

真南 冬至日 12:00 の日射

真南 夏至日 12:00 の日射

明るさセンサー

軒の深い水平庇で
周辺との見合いを制御

夏の直射日光を遮る
水平庇とライトシェルフ

奥行 16M の事務室に反射光が行き届く

ライトシェルフ

奥行 16M の執務空間に反射光を届ける
最適な形状をシュミレーションにより決定
南北の事務室に対して効果を認められる

屋外

室内からライトアップ照明の
眩しさを感じないよう配慮

ライトアップ照明
メンテナンスパイプ

水平庇はメンテナンス
ルートを兼ねる

夜間はライトシェルフ下面をライト
アップし歩行空間を優しく照らす

地上からやわらかな
光が見える

ライン照明

窓側

夏至の日射
遮蔽を示す

冬至の直射
日光を示す

good

ライトシェルフ
多

少

多

少

good

解析設定：�年間を通じて基準の１スパンに注ぐ太陽光レイの本数を、
メッシュで分割した床面のそれぞれの範囲で数える。

屋外

VAV( 可変風量 ) 装置

水平庇内空調ダクト利用

床吹出空調

自然換気、自然排煙
（執務空間 南北）還気によって

床版自体が冷却され
放射空調の効果（夏季）

ライトシェルフ

自然還気スイッチ

自然換気
推奨サイン

■評価表（書式C）

■環境・設備デザイン評価表《評価の手順》 20240801改訂
【目的】 評価は作品の優劣を判定することではなく、総合的な観点から自ら作品を評価し、そのデザイン意図をより

明確にしていくことを目的としています。記載されたデザイン意図は審査する上で考慮されます。
【手順】 ①特に重視したデザインの視点に☆印を記入してください。

②評価項目毎に設計者のデザイン意図を記入し、全ての項目について評価してください。
③評価項目毎に自己評価欄に"○"を記してください。本表では、仮の評価が記載してありますが無視してください。

普通 優れて
いる

卓越し
ている 小計

０ ＋１ ＋２

完全ダクトレス空間のため天井内に点検対象機器がなく、メンテナンス性に配慮した。庇ダクト部のVAVや防火ダン
パーについてはケンドン式のペリカウンター内に納める計画とし、部屋内側からメンテナンスができるよう配慮した。
外装はアルミパネルを採用し、メンテナンス・清掃頻度が低い仕上材を用いている。横連窓およびライトアップ照明は、
各階の水平庇を足場に清掃、交換が可能。メンテナンス時の安全性に配慮している。
庇とライトシェルフによる日射遮蔽と昼光利用、横連窓と吹抜による自然換気の活用等のパッシブ手法と庇ダクト
を用いた床吹空調等によるアクティブ手法を組み合わせることで、総合的にライフサイクルコストを抑制した。☆

夜間の歩行者動線の明るさを確保し、地域の安全性向上への貢献を図った。
敷地内および建物内はスロープやEVにて、各階のテラス含め、段差なくアクセスが可能な空間とした。各階4カ所の

ニコンの「デザインと機能が統合された製品」を想起させるべく、建築においても空間と機能の統合を意図した。内外
装の特徴的なデザインであるPC床版や庇は、構造的にも設備的にも機能しており、意匠性と共に快適性を高めた。
周辺への日影や風環境の影響を考察し、整形な平面ではなく、帯状にずれた平面をセットバックしながら積層する

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

トイレおよび多機能トイレは対角に配置することで、どこからもアクセスしやすく使いやすいコア配置となっている。

PC床板間の隙間を空調還気および機械排煙スリットチャンバーとして活用することで、ダクト量を大幅に削減した。
住宅街という地域性に配慮して周囲に調和するよう、横基調の庇を柔らかい間接光でのライトアップを計画した。

18維持管理
庇と高断熱化による外皮負荷削減や昼光利用等により、空調・照明の年間消費エネルギー量削減を図った。

オフィス内装は構造あらわし仕上とし、内装仕上げ範囲の縮小および、階高抑えつつも快適な天井高さを確保した。
新規開発品や特注品を用いず、既製品を採用して意匠計画とうまく調和させることでイニシャルコスト低減を図った。
節水器具の採用、雨水の雑用水利用等、水使用量を削減する給水計画とした。

PC床板による表し天井とすることで、天井材を大幅に削減した。また床吹空調を事務所フロアで全面的に採用し、

☆
☆

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

□評価項目

06機能性

08利便性

09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

04象徴性

05完成度

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

☆

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記
述してください。）

☆

日射遮蔽を最大限確保することで生まれた庇内部の空間をダクトルートとして活用した床吹空調とすることで、
建物内でのダクト展開を大幅に削減し、PC現し天井による象徴的かつ意匠的なオフィス空間を実現した。
外装は日射を抑制する水平庇と彫りの深い横連窓、太陽の光を反射させた光を取り込むライトシェルフにより水平

庇とライトシェルフにより日射遮蔽と昼光利用を行っており、PC 床版の窓側端部を舟底型に持ち上げることで、より

持たせた。デスクワークにとどまらず、新たな発見や交流の場が求められる現代オフィスにおける有効な手法と考える。

構成とした。周辺の公園や緑道と連続する豊かな広場空間や屋上テラスによる立体的な外部空間を生み出した。
約3000人が働き、将来の働き方の変化を受容するオフィスとして、約150m×60mの広大な平面を計画した。
整形な事務室で細長いコアを挟む平面構成とし、偶発的な交流の場となるようコア部に多様な機能を集約した。

☆
☆

出口を採用し、内部負荷状況に合わせて個別風量制御ができるように計画した。

自然換気窓を多く設けるなど、事業継続性に配慮した建物となっている。
床吹空調は床下全体を加圧する空調方式のため、エリアごとの風量制御が難しいという課題があったが、庇から室

多くの反射光を取込む形状とした。16m奥行の事務室に反射光が広がり、明るく快適なオフィス空間とした。
床吹空調による居住域空調および置換換気を行う効率的な空調換気計画とした。冷房時の吹出温度を天井吹
方式と比較して高く設定し、効率を上げている。PC床版全体が冷却されることによる輻射効果も期待できる。
執務者の好みに応じて風向・風量を手動調整できるよう、床吹出口に指向性を持たせた。小部屋にはファン付床吹

本計画では竣工時における建物全体でZEB Ready(0.48)を取得しており、40,000 ㎡超えの竣工済事務所
建物全体でZEB Readyを達成した事例は9例目となる。

○

○
○

2
○ 2

2
○

2

○

2

1

1○
○

○

2
○

□自己評価欄

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

○ 211環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

☆

階を超えて２本の細長いコアを行き来させてオフィス全体をつなぎ、人が様々な方向に行き交う街のような回遊性を

☆
☆

☆

基礎免震構造を採用し、災害時の拠点機能としての安全性を確保した。非常用発電機を設けるだけでなく、

□特に重
視したデ
ザインの
視点

☆

ラインを積層し，光で未来を変えていくニコンの新本社に相応しいデザインとした。 ○

2
2

○ 2

1
○

○ 2
○

2

に飛び込む各スパンのペリカウンター内にVAVを設けることで、エリア毎の風量制御が可能なシステムとした。 2

○ 2

2

○

○ 2

2

○

01審美感
02調和性

03独創性

04象徴性

05完成度

06機能性

07効率性

08利便性

09安全性
10先導性

11環境負荷
12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

15先進性
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18維持管理

19耐久性
20ＬＣＣ

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost
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テラス
吹抜け 吹抜け

吹抜け上部
吹抜け

吹抜け
（EV）

吹抜け
（EV）

テラス

事務室

事務室

コミュニケーション
フレーム

コミュニケーション
フレーム

テラス

事務室

事務室

事務室

テラス

テラス

テラス

吹抜け

吹抜け 吹抜け

上部
吹抜け

吹抜け
（EV）

吹抜け
（EV）

コミュニケーション
フレーム

コミュニケーション
フレーム

4 階平面図 5階平面図

事務所棟：6F
免震構造

食堂棟：2F
制振構造

地域の
エントランス

企業の
エントランス

1層分の
敷地高低差

ニコン
イーストサイト

西大井広場
公園

立会道路

光学通り

住宅地

STEP 1 ボリュームを配置

本社 /イノベーションセンター

住宅地住宅地

住宅地

イーストサイト
ウェストサイト

光学
通り

STEP 2 日影規制・斜線制限により
階段状に

STEP 3 周囲の環境を考慮して
凹凸をつける＋緑を配置

風が
弱まる風が

弱まる

80

▽FL

照明機器

PC 床版のアール形状を
照明リフレクターとして利用

PC 床版間の施工上必要な
クリアランスを 照明器具、
還気、排煙スリットに利用

MR

VAV VAV VAV

執務空間

施工上必要な PC床版間のクリアランス
を照明と還気、排煙に利用

給気・還気によって PC床版自体が
冷却 ( 暖房 ) され放射空調の効果

80

▽FL

照明機器

電気ラックルート空調ダクトルート

排煙ダクトルート

日射遮蔽を最大限確保することで生まれた庇内部の空間をダクトルートとして活用した床吹出空調方式を採用した。
これにより、建物内でのダクト展開を大幅に削減し、PC現し天井による象徴的かつ意匠的なオフィス空間を実現した。
従来、床吹出空調は床下全体を加圧する空調方式のため、エリアごとの風量制御が難しいという課題があったが、
庇から室内に飛び込む各スパンのペリカウンター内に VAV を設けることで、エリア毎の風量制御が可能なシステムとした。

事務室の照明は PC床版の施工上必要なクリアランスに設置することで、PC床版のアール形状が照明のリフレクターとなり、
アンビエント照度を抑えつつも、明るさ感のある執務空間を実現している。
ライトシェルフはライトアップ照明により、地域を優しく照らす光となっている。

外装の特徴である水平庇とライトシェルフにより、日射遮蔽と昼光利用を行っている。PC床版の窓側端部を舟底型に持ち上げることで、
より多くの反射光を取込む形状とした。16m奥行の事務室に反射光が広がり、明るく快適な執務空間となっている。
パッシブな手法を用いることで、建物全体で ZEB Ready を達成した。

ニコンの「デザインと機能が統合された製品やサービス」を想起させるべく、建築においても空間と機能の統合を意図した。
内外装の特徴的なデザインである PC床版や水平庇は、構造、設備スペースとしても機能しており、階高 4,350mmで天井高さ 3,500mmを実現。意匠性とともに快適性を高めた空間となっている。

物件名称  
所 在 地 
主要用途
建築面積
延床面積

本社 /イノベーションセンター
東京都品川区西大井 1-5-20 
事務所 敷地面積  18,063.61 ㎡ 
11,369.96 ㎡ 
42,423.98 ㎡

階 数     
構 造    
設計監理 
施 工
竣 工

地下 0階，地上 6階，塔屋 1階 
鉄骨造 一部鉄筋コンクリート造 
㈱三菱地所設計
㈱安藤・間 
2024 年 5 月

周辺への日影や風環境の影響を考察し、整形な平面ではなく、帯状にずれた平面をセットバックしながら積層する構成とした。
それにより周辺の住環境への配慮とともに、公園や緑道と連続する豊かな広場空間や屋上テラスによる立体的な外部空間を生み出した。事務室とラボはコミュニケーションフレーム内の
吹抜けでつながり、異なる部門間の交流を促進しシナジー創出を図っている。コミュニケーションフレームはハイサイドライトや自然換気装置として、快適なワークプレイスをつくる
環境装置としても機能している。またテラスよりも高くすることで、テラスから近隣への視線制御を行い、社員利用時の騒音対策としても緩やかな境界をつくっている。

約 3000 人が働き、将来の多様な働き方の変化を受容するオフィスとして、広大でフレキシブルな事務室の確保と人のつながりを両立する、新たなオフィスのあり方を提案した。 広大なオフィスは平面的な距離や階による
分断が生じる懸念があり、それを解消し部門を超えた交流を促す仕掛けとして、整形な事務室で新たなコア空間「コミュニケーションフレーム」を挟む平面構成とした。 コミュニケーションフレームは偶発的な交流の場と
なることを意図し、従来の閉鎖的なコア空間とは異なる、 吹抜け等で上下階とつながるポーラスな空間とし、リフレッシュエリア・キッチン・トイレ等の多目的な空間が連なる。 
吹抜け上部にハイサイドライトを設け、広大なオフィス空間の中央部まで外光を導く。どこにいても明るさ感や解放感を感じさせ、時間のうつろいや天候、季節の変化をやわらかく映し出す。
１階からつながる吹抜けは自然換気の重力換気装置としても機能する。 コミュニケーションフレームは階を超えたコミュニケーションの核として、街のような回遊性を生むとともに、建物全体をつなぐ環境装置として快適な
執務環境の創出に寄与し、環境変化の機微を可視化する。デスクワークにとどまらず、新たな発見や交流の場が求められる現代のオフィスにおいて、有効な手法の１つと考える。

ハイサイドライトによる外光導入 /ライトシェルフ等による昼光利用　　　　

自然換気　　　　吹抜けを利用した重力換気　　　気候センサー連動換気推奨サイン

事務室

コミュニケーションフレーム吹抜け
（EV）

吹抜け
（EV）

上部吹抜け

上部吹抜け

吹抜け

吹抜け コミュニケーションフレーム

事務室

事務室

昼光利用により明るさ感のある事務室

水平庇とライトシェルフがつくる陰影のあるファサード 執務室 PC床版

ライトシェルフ効果のシミュレーション図
ライトシェルフの設置により、UDI50％以上のエリア割合が
約 14% 向上。水平庇・ライトシェルフによる直達光への遮蔽
効果により、夏季で約８％の空調負荷低減効果の試算。

電気配線ルートと機械設備ルートを明快に分離し、設備ルートの合理化を図った。

竣工時に建物全体で ZEB Ready(0.48) を取得 
40,000 ㎡超えの竣工済事務所で建物全体で
ZEB Ready を達成した事例は 9例目
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ライン照明

排煙・還気スリット

船底型に反り上がる PC床版がより多くの昼光を導く

空調ルート
自然換気推奨と番地案内を

兼ねたサイン

SA吹出口 VAV
床吹出

庇ダクトからの
飛び込み

ニコン 本社 / イノベーションセンター　 NIKON Global Headquarters / Innovation Center

環境・設備デザインのレーダーチャート

デザインと機能が統合された空間

帯状の平面がずれながら積層するオフィス 人と環境をつなぐコミュニケーションフレーム

メンテナンス性も配慮したダクトレスな空調、換気、排煙計画 施工上のクリアランスを活用した照明計画シミュレーションにより最適化された日射遮蔽と昼光利用


